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第２章  

スポーツホスピタリティの定義と全体像 

 

 まず、本書におけるスポーツホスピタリティの定義及び提供を行うサービスの全体像、用語の説明、基本

的な心構え等について説明します。 

第 1 節 本書におけるスポーツホスピタリティの定義  

 令和 5 年度スポーツ庁委託事業では、実践的なスポーツホスピタリティについて、広義では、「スポーツ

コンテンツホルダーの持つアセットと、その他のサービスを適切な組み合わせで掛け合わせることにより、新た

な付加価値を生み出し、スポーツコンテンツの価値を最大化するサービス」とし、狭義では、「スポーツ自体

の観戦価値に加えて、附帯サービスの提供を通じて付加価値を創出しているもの」、「ベニュー内（仮

設・代替施設も含む）のファシリティを活用し、且つ、現地リアルタイム観戦が絡むサービス」と定義してい

ます。本書においては、狭義のスポーツホスピタリティの定義のもと、サービスの全体像や提供に向けたプロ

セスについて述べていきたいと思います。 

 また、本書の主な対象者はスポーツコンテンツホルダーやサービス提供に関連する事業者等を想定して

います。スポーツホスピタリティサービスは多様な業種が連携する事業であり、幅広い方々に参照いただけ

ればと考えています。 

 

スポーツホスピタリティの定義（令和５年度スポーツ庁事業委託事業成果報告書） 
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第２節 スポーツホスピタリティの全体像  

 以下のマトリクス表はスポーツホスピタリティで提供される代表的なサービスとその着手のしやすさ、そして

本書での記載箇所を分類したものです。 

 スポーツホスピタリティは、様々な要素を組み合わせた複合的なサービスであり、サービスを実施する範

囲、対象とするターゲット、そして実施する施設環境等を考慮し、サービスごとに構成要素を選択したり、

自らが可能なレベルから着手していくことができるものと考えられます 

 

 また、スポーツコンテンツホルダーによって、現状持ちうるハード環境やソフトリソース、そしてこれまでの経

験値なども様々です。後述を参照しながらまずは着手いただき、短期的、中長期的に取り組むことで、提

供可能なサービスのレベルアップを目指していただきたいと思います。 

分類 内容例 ベーシック アドバンス マスター 事例について
リソースのアセスメント

・オペレーションについて

◼好位置の観戦席
コートやフィールドから至近距離、
または全体が見渡せる好位置等に
観戦席を設定。

● ● ● 21ページ
・39～40ページ
・59～60ページ

◼飲食サービス

コースメニュー、ビュッフェ形式、
ケータリングサービス等によるお食
事や、試合前後や観戦中のドリンク
サービス。地域性やチーム・試合に
関連するメニュー等も。

● ● ● 22～２３ページ

・42～43ページ
・45～47ページ
・63～65ページ
・75～76ページ

◼エンターテインメント

の提供

試合前後のトークイベントやゲーム・
クイズ・バンド演奏等のエンターテイ
ンメント、スタジアムツアー・練習見
学・選手やOBOGとの交流や試合
中の解説サービス等、チームアセッ
トを活用したソフトサービス。

● ● ● 24ページ

・44～45ページ
・47～49ページ
・65ページ
・76ページ

◼ゲストのコミュニケー

ションスペース

ビジネスコミュニケーションも可能
なゲストだけの個室や、交流の場と
なるファンクションルーム等。

● ● 25ページ
・39～41ページ
・59～60ページ
・72～75ページ

◼特別なギフトの提供
その試合のみの販売品や、選手のサ
インや企業ロゴ入りギフト、ホスピタ
リティだけのオリジナルギフト等。

● ● 26ページ
・49ページ
・65～66ページ

◼専用の入退場動線

特別感のあるゲスト専用の駐車場・
受付、入場時のVIPルーム・ファンク

ションルーム等への専用動線、混雑
を避けられるストレスフリーな退場
動線等。

● ● 27ページ
・41～42ページ
・61～63ページ
・66ページ

◼スタジアム・アリーナ

外のサービス

送迎サービスや宿泊の付帯、試合日
事前のチーム練習場の見学等、べ
ニュー外までに及ぶサービス

● 28ページ
・66ページ
・75ページ

提供サービス
スポーツホスピタリティの

実施範囲
本ガイドブックでの参照ページ
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第３節 スポーツホスピタリティの提供サービス事例  

 スポーツホスピタリティで提供されるサービスがどのようなものか、イメージを掴んでいただくために、マトリクス

表で掲示した 7 つの提供サービス分類ごとに、国内外の事例を紹介します。 

 なお、恒常的な取組事例だけでなく、トライアルで実施した事例も含まれています。 
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次に、各種サービスを組み合わせた、スポーツホスピタリティ全体の流れの事例を、3 例ご紹介します。 
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写真提供：富山グラウジーズ 
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第４節 関連用語の説明 

 

本書で用いる用語を分類しながら説明します。 

＜サービス関連＞ 

■スポーツホスピタリティサービス：好位置からの観戦や、飲食、エンターテインメント、限定グッズの贈呈

等、スポーツ観戦に加え、特別なサービス・体験といった付加価値を提供する観戦パッケージ。年間を通

じて販売されるケースやオールスターやファイナルマッチ等スポットでも販売されるケースもあります。 

 

＜空間関連＞ 

■VIP ルーム：個室タイプのホスピタリティ専用空間です。通常 1 室単位で販売され、年間契約が基本

です。「スイート」、「VIP BOX」等の名称で扱われるケースもあります。 

■ファンクションルーム：シェアタイプの広いホスピタリティ専用空間です。通常 1 テーブル単位で販売され

ています。ファンクションルームを活用した交流空間は「ラウンジ」と呼ばれることが多いです。 

（VIP ルーム）                   （ファンクションルーム） 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：STH Group 

 

＜マーケット関連＞ 

■クライアント：既に購入実績のある個人や法人もしくは購入の可能性のあるポテンシャルカスタマーを

指します。 

■購入者：実際にスポーツホスピタリティサービスを購入した法人や個人を指します。 

■ゲスト：購入者に加え、購入者から招待された人を含む実際にスポーツホスピタリティサービスを受ける

人のことを指します。 
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■ゲストジャーニー：基本的には、試合当日にゲストが体感するすべての経験のことを指しますが、それに

加え、購入者が実購入に至るまでのプロセスや、試合当日までに招待状やチケットを受け取ったり、試合

当日以降にコンテンツホルダーからフォローメッセージを受け取ったりするプロセスまでを含むこともあります。 

 

＜ステークホルダー関連＞ 

■コンテンツホルダー：スポーツホスピタリティサービスの対象となる試合の主催者のことを指します。通常

はクラブやその統括団体のリーグ、国内競技団体（NF）ですが、大型スポーツイベントの場合は、国際

競技団体（IF）や組織委員会、実行委員会等が対象となる場合もあります。 

■コーディネーター会社：スポーツホスピタリティサービスの企画、販売、運営において、クラブやリーグ等の

コンテンツホルダーサイドでリソースが不足する場合、あるいは割けない場合に、同サービス事業の全体あ

るいは一部をコンテンツホルダーから外部委託されて、事業を遂行する会社のことを指します。 

■サプライヤー：スポーツホスピタリティサービス展開に伴い、食事や人材提供等の各分野を担当するパ

ートナー企業全般のことを指します。 

■ケータリング会社：飲食を提供するサプライヤーのことを指します。食材提供・料理はもちろん、調理人

や食事をサービスするスタッフまでを提供するのが一般的です。外部からの持ち込み料理を「ケータリング」

と呼びますが、全体的な飲食サービス全般を提供します。 

 

＜設備関連＞ 

■キッチン：コンセッション（一般観戦者向けの食事）分を含めてスポーツホスピタリティゲストに対しても

一定レベル以上の食事が提供できる火力のあるコンロや冷蔵庫、その他食材等をストックする場所のこと

を指します。 

■パントリー：飲食提供を行うエリアに近い所にある最終的な盛り付け等を行う諸室のことを指します。プ

レキッチンという場合もあります。 

■専用動線：ゲスト専用の受付やエレベーター、エスカレーター等、一般観戦者とは区別してホスピタリ

ティ専用空間まで移動できる動線のことを指します。エクスクルーシブ感が醸成され付加価値とみなされま

す。 

■スタッフ動線/食事動線：ゲストには見えないようにスタッフが移動したり（待機室や着替え室も含

む）、調理や食事の運搬を行う動線のことを指します。トップレベルのスポーツホスピタリティサービスを提

供するためには必須条件となります。 

 

 

 


